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国内産麦の研究開発支援事業の事業完了報告書 

 

令和 3 年 6 月 2 日付けで申請しました事業実施計画書に計上した助成事業の全てが完了しましたの

で、国内産麦の研究開発支援事業実施要領第 17条の規定に基づき、下記のとおり提出いたします。 

 

記 

 
課題名「オール北海道で挑戦する穂発芽耐性と収量性が向上したポスト「春よ恋」系統の育成」 

 

１ 研究開発目的の終了時達成状況 

 パン用の国産小麦については北海道産が大半を占めており、春まき小麦である「春よ恋」は秋まきパン用小

麦「ゆめちから」に次ぐ生産量を誇る。「春よ恋」はパン適性が優れることから実需者の評価が高く、高価格で

取引きされている。 

 春まき小麦は秋まき小麦より収穫時期が遅く、成熟後、低温と降雨に遭遇することで種子の休眠が打破され

る圃場で小麦が発芽する現象、穂発芽のリスクが高い。穂発芽耐性には品種間差があるが、「春よ恋」は穂発

芽性が“やや難”であり、同じ春まき小麦品種で穂発芽性が“難”である「はるきらり」よりも穂発芽の被害を受

けやすい品種である。実際に近年では平成 29 年、平成 30 年に「春よ恋」で穂発芽による収量減と品質低下

（低アミロ）を生じるなど安定生産に課題があり、国産麦ユーザーからは、北海道産春まきパン用小麦の安定

生産が強く求められている。また春まき小麦は、秋まき小麦よりも単収が少なく、作付け面積も限られるため、

生産量は少ない。生産量を増やすためには収量性の向上が不可欠である。 

 本課題では，生産現場や実需者からの北海道の春まきパン用小麦の品質や生産量の安定に対する要望に

応えるべく、北海道の春まき小麦育種をおこなっている北海道立総合研究機構北見農業試験場（北見農試）と

ホクレン農業総合研究所（ホクレン農総研）の２つの育成地が連携してパン適性が優れ、様々な気象条件で安

定栽培可能で穂発芽耐性と収量性が向上した「春よ恋」後継品種の育成に取り組んだ。北見農試は、春まき小

麦の主産地の一つであるオホーツク地域にあり、オホーツクの夏期が低温で、日照時間が長く小麦栽培に適し



た気象条件で高い能力を発揮できる系統が選抜可能な育成機関である。また、品質分析においては、最新の

分析器機を保有している。ホクレン農総研は、春まき小麦の主産地の一つである道央部に位置し、夏期が高温

多湿で日照時間が少なく、赤かび病が発生しやすい過酷な条件に適した系統が選抜できる立地条件にある。

また、ホクレン農業総合研究所は、遺伝的固定を早め、育成に必要な年限を短縮できる半数体育種法のノウハ

ウを有し、本方法を利用して「春よ恋」が育成されている。 

本課題を実施するに際して，両育成地が保有する優れた農業特性や、穂発芽耐性、赤かび病抵抗性、優れ

た製パン性等の特性を有する系統を交配母本として交換し、本課題の育種目標に即した交配を実施した。また、

特に有望である組合せについてはホクレン農総研で一括して半数体個体を作成した。交配した育成材料は、

両場で個別に系統選抜を実施した。 

 以上の取り組みから，本研究開発課題においては，課題終了時までに、最も育成が進んだ 35 系統を、両場

で同一系統の収量性の評価を実施し、全道の気象条件に適応した系統の選抜を促進させた。また同一系統を、

北見農試で穂発芽性や機器による品質分析を実施し、ホクレン農総研で赤かび病抵抗性や製パン試験を両場

で分担して行うことで系統の評価や選抜を効率的に実施できる体制を構築することができた。 

 

２ 研究開発の主要な成果 

 本事業以前は春まき小麦育種をおこなっている２場は個別に品種開発に取り組んでいた。本事業ではお互

いの育成系統を交換して、交配に活用することができた。北見農試は、穂発芽耐性に優れた系統の選抜に実

績があり数多くの穂発芽耐性が優れる母本を有している。一方、ホクレン農総研はパン適性が優れた系統の

選抜に実績があり、パン適性に優れる母本を有している。北見農試からホクレン農総研へ課題期間中に、穂発

芽耐性が極めて優れる母本「北見春 79 号」や、海外遺伝資源由来で多収・高タンパク含量の「北見春 83 号」

など 9 系統を提供し、ホクレン農総研での交配に活用した。また同様にホクレン農総研から北見農試へ課題期

間中に、パン適性と耐倒伏性が優れる「HW8 号」や、多収でパン適性に優れ、優良品種に認定予定の「HW10

号」（のちの「春紬」）など５系統を提供し（表．2）、北見農試での交配に活用した。両場で課題期間中にのべ 66

組合せを実施した（表．3）。お互いの強みを活かし、欠点を補完することで、これまでにない画期的な品種育成

を目指した交配組み合わせを実施することができた。 

 

表.１ 北見農試からホクレン農総研へ提供した育成系統 

系統名 主な特性 

北見春 71 号 多収、強稈 

北見春 79 号 穂発芽”極難”、高品質 

北見春 80 号 多収、大粒、穂発芽 

北見春 82 号 多収、赤かび病抵抗性 

北見春 83 号 多収、大粒 

北見春 85 号 穂発芽、強稈、高品質 

北見春 86 号 穂発芽、高品質 

北見春 87 号 大粒、穂発芽 

北見春 88 号 高蛋白、穂発芽、赤かび病抵抗性 

 



表．2 ホクレン農総研から北見農試へ提供した育成系統 

系統名 主な特性 

HW6 号 高品質、「春よ恋」準同質遺伝子系統 

HW8 号 強稈、高品質 

HW9 号 多収 

HW10 号 多収、高品質 

HW11 号 多収、穂発芽 

  

年度 交配番号 母 父 備考 

2021 海交春 2101H 北見春 71 号 HW6 号 葯培養 

2021 海交春 2102H 北見春 79 号 HW8 号 葯培養 

2021 海交春 2103H 北見春 80 号 HN229   

2021 海交春 2104H 北見春 82 号 HN327   

2022 海交春 2201H 北見春 71 号/HW6 号 北見春 80 号/HN229   

2022 海交春 2202H 北見春 79 号/HW8 号 北見春 82 号/HN327   

2022 海交春 2203H 北見春 79 号 HW10 号 葯培養 

2022 海交春 2204H 北見春 83 号 HN338   

2022 海交春 2205H 北見春 83 号 HN415 葯培養 

2023 海交春 2301H 北見春 71 号/HW6 号// 北見春 79 号/HW8 号//   

    北見春 80 号/HN229 北見春 82 号/HN327   

2023 海交春 2302H HW8 号 北見春 86 号   

2023 海交春 2303H HW10 号 北見春 86 号 葯培養 

2023 海交春 2304H HW11 号 北見春 85 号 葯培養 

2023 海交春 2305H 北見春 83 号/HN415 HN423   

2024 海交春 2401H 北見春 79 号/HW10 号 HW10 号   

2024 海交春 2402H 北見春 85 号 HW6 号   

2024 海交春 2403H 北見春 85 号 HN451 葯培養 

2024 海交春 2404H 北見春 86 号 HN469   

2024 海交春 2405H 北見春 87 号 HN470 葯培養 

2024 海交春 2406H 北見春 87 号 HN451   

2024 海交春 2407H HN493 北見春 87 号   

2024 海交春 2408H HN480 北見春 87 号   

2025 海交春 2501H HW6 号 北見春 88 号   

2025 海交春 2502H HW10 号 北見春 88 号 葯培養 

2025 海交春 2503H HW11 号 北見春 86 号 葯培養 

2025 海交春 2504H HW11 号 北見春 88 号   

2025 海交春 2505H HN454 北見春 86 号   

2025 海交春 2506H HN327 北見春 88 号   

 

表．３ 両場で実施した各試験への供試組合せ数および系統数（2021～2025年度） 

年次 交配数 
系統選抜   生産力試験供試系統数 

組合せ数 供試数   1 年目注 1 2 年目注 2 

2021 7 - -   - - 

2022 11 - -   - - 

2023 12 4 1838   - - 

2024 17 10 2497   201 - 

2025 19 14 3017   252 35 

累計 66 28 7352   453 35 

注1） 生産力試験 1年目はそれぞれの場 1箇所で実施 

注2） 生産力試験 2年目は両場 2箇所で実施 



また、両場で交配した中で、有望と見込まれる組合せについてはホクレン農総研で一括して葯培養を行った。

葯培養を行うことで、早期に遺伝的な固定をはかり、育種年限を短縮することができる。本課題期間中は４カ

年で 15 組合せを葯培養に供試し、世代促進がなされた。累計で置床葯数が 444,137 となり、計画していた数

を大きく上回った。その結果、累年で緑色個体数が 43,684 となり、その中から採種できた個体を系統選抜に

供試した（表．4）。 

 

実施年度 供試 置床葯数 

  組合せ数 計画数 実施数 

2022 3 55,000 73,659 

2023 4 78,000 80,280 

2024 4 90,000 142,442 

2025 4 93,000 148,000 

 

実施年度 供試 置床葯数 

  組合せ数 計画数 実施数 

2022 3 55,000 73,659 

2023 4 78,000 80,280 

2024 4 90,000 142,442 

2025 4 93,000 148,000 

累年 15 316,000 444,381 

表．４ 葯培養による半数体の作出結果 

実施年度 供試 置床葯数 緑色個体数 

  組合せ数 計画数 実施数   

2022 3 55,000 73,659 12,809 

2023 4 78,000 80,280 12,303 

2024 4 90,000 142,442 14,323 

2025 4 93,000 148,000   

累年 15 316,000 444,381 39,435 

注)供試組合せ数について重複した組合せは１つとして記載した。 

 

 両場で交配した組合せを養成し、2023～2025 年の 3 年間で、系統選抜を行ってきた。両場の系統選抜では、

のべ 28 組合せ 7,352 系統を供試した（表．3）。系統選抜は 1 系統あたり 0.3～2.4 ㎡で試験している。圃場で

の選抜では出穂の早晩、稈長、耐倒伏性、病害の発病程度などで選抜した。収穫後は、発芽試験、千粒重、外

観品質、一部の系統では小麦粉の機器分析を実施した。選抜された系統は翌年に小規模生産力試験へ供試

した。 

 

 両場で選抜された系統は、2024、2025 年の２年間で、それぞれの場 1 箇所で生産力試験を行った（表．3）。

両場でのべ 453 系統を供試した。生産力試験 1 年目は１系統あたり約 3.0 ㎡を 1 反復で試験している。収穫

後は、子実重、原粒蛋白、容積重、千粒重などで選抜をおこない、一部の系統では小麦粉の機器分析および製



パン試験を実施した。選抜された系統は翌年に生産力試験へ供試した。 

 

 2025 年には前年までに選抜された系統について、同一系統を北見農試とホクレン農総研の２箇所でそれぞ

れ生産力試験 2年目に 35系統を供試した（表．3）。生産力試験 2年目は１系統あたり 4.8～5.4㎡を 2反復で

試験している。圃場では出穂期、成熟期、稈長、稈質、倒伏程度、各病害などの調査をおこなった。また特性検

定として、穂発芽性を北見農試で、開花期の高温と赤かび病抵抗性をホクレン農総研で分担して評価した。収

穫後は、子実重、原粒蛋白、容積重、千粒重などの収量調査を行い、一部の系統について、北見農試で製粉お

よび小麦粉の機器分析を実施した。また製パン試験をホクレン農総研で実施した。 

 

 

 

表．５ 生産力試験 2年目における調査結果（ホクレン農総研 2025） 

 

品種名 出 成 稈 倒 ス 子 標 千 容 外 原

海交春 穂 熟 ナ 実 準 粒 積 観 粒

または 期 期 長 ッ 重 対 重 重 品 蛋

番号 伏 プ (kg 比 質 白

系統名 (月日) (月日) (cm) (0-5) (0-5) /10a) (%) (g) (g) (1-6) (%)

HN534K 2102H 6/18 7/23 83 0.0 2.0 494 98 39.1 827 4.5 13.2

HN535K 2102H 6/18 7/24 77 0.0 2.5 534 106 40.1 802 5.0 10.4

HN536K 2102H 6/18 7/24 73 0.0 2.5 456 90 38.3 841 4.5 11.9

HN537K 2102H 6/18 7/24 86 0.0 3.0 554 110 40.2 826 4.5 12.5

HN538K 2102H 6/19 7/24 74 0.0 2.0 386 77 39.2 831 4.0 12.8

HN539K 2102H 6/16 7/23 73 0.0 2.0 490 97 38.8 820 4.5 10.5

HN540K 2102H 6/19 7/23 82 0.0 2.5 485 96 38.7 830 4.0 11.7

HN541K 2102H 6/20 7/23 85 0.0 3.0 509 101 38.8 809 5.0 11.8

HN542K 2102H 6/17 7/23 84 0.0 2.5 523 104 38.5 830 4.0 12.9

HN543K 2101H 6/19 7/26 79 0.0 2.5 465 92 37.2 843 4.5 11.7

HN544K 2101H 6/15 7/24 77 0.0 2.0 548 109 40.3 844 5.0 11.5

HN545K 2101H 6/18 7/25 80 0.0 1.5 533 106 40.2 846 4.0 10.9

HN546K 2101H 6/17 7/24 78 0.0 2.0 496 98 35.8 839 5.0 10.5

HN547K 2101H 6/19 7/24 82 0.0 2.0 552 109 35.4 826 4.5 10.9

HN548K 2101H 6/18 7/27 79 0.5 2.5 545 108 36.0 818 5.0 11.9

春よ恋 - 6/19 7/24 84 0.0 3.0 504 100 37.4 828 4.0 12.2

はるきらり - - - - - - - - - - - -



 

注 1）海交春 2101H：北見春 71号/HW6号、海交春 2102H：北見春 79号/HW8号、海交春 2107K：北見春 79号/北見春 83号//HW8号 

表．６ 生産力試験 2年目における調査結果（北見農試 2025） 

品種名 出 成 稈 倒 ス 子 標 両場 千 容 原 製 ミキソ パ パ パ

海交春 穂 熟 ナ 実 準 収量 粒 積 粒 粉 ファリノ グラム ン ン ン

または 期 期 長 ッ 重 対 標準 重 重 蛋 歩 グラム Peak 体 作業 総合

番号 伏 プ 評価 晩刈 (kg 比 対比 白 留 Ab time 積 点 点

系統名 (月日) (月日) (cm) (0-5) (0-5) (0-100) (0-5) /10a) (%) (%) (g) (g) (%) (%) (%) (分) （ml） （20） （100）

HN534K 2102H 6/20 7/22 78 0.0 2.3 13 1.5 586 99 98 33.6 754 14.4 69.3 64.9 4.5 850 14.0 76.3

HN535K 2102H 6/20 7/24 72 0.0 2.7 28 0.4 543 91 98 37.7 735 13.9 69.3 61.7 4.5 860 14.0 75.1

HN536K 2102H 6/20 7/24 73 0.0 2.7 18 4.0 654 110 101 35.2 767 14.0 68.6 63.0 5.3 720 15.0 75.0

HN537K 2102H 6/20 7/23 81 0.3 2.9 18 1.8 575 97 103 35.2 749 15.2 67.8 61.6 5.5 860 14.0 70.6

HN538K 2102H 6/21 7/24 78 0.0 2.4 18 0.2 562 95 86 35.5 763 14.8 - - - - - -

HN539K 2102H 6/19 7/24 74 0.2 2.9 9 0.9 595 100 99 37.0 751 14.2 - - - - - -

HN540K 2102H 6/20 7/23 75 0.0 2.3 22 3.2 568 96 96 36.6 764 15.0 71.0 65.3 4.3 890 15.0 77.9

HN541K 2102H 6/22 7/23 76 0.0 3.1 13 1.7 634 107 104 35.5 740 14.3 69.2 64.8 3.6 830 13.0 77.1

HN542K 2102H 6/19 7/23 79 0.0 2.8 16 3.1 576 97 100 36.6 758 14.5 65.8 65.3 4.6 830 14.0 75.7

HN543K 2101H 6/20 7/25 79 0.0 2.5 23 1.8 573 96 94 33.4 766 14.6 69.3 65.0 3.9 890 12.0 77.3

HN544K 2101H 6/18 7/23 73 0.0 2.0 33 4.4 635 107 108 37.4 768 14.1 70.0 64.1 3.4 860 13.0 74.3

HN545K 2101H 6/20 7/23 74 0.0 2.0 43 3.4 603 102 103 35.9 767 14.5 - - - - - -

HN546K 2101H 6/19 7/26 72 0.0 2.0 17 1.2 447 75 86 30.5 770 14.6 - - - - - -

HN547K 2101H 6/20 7/25 76 0.0 2.3 23 0.4 566 95 102 33.4 772 14.4 - - - - - -

HN548K 2101H 6/21 7/24 76 0.0 2.6 13 3.3 600 101 104 34.3 764 14.8 - - - - - -

春よ恋 - 6/21 7/24 82 0.0 2.7 20 4.9 594 100 100 36.6 772 14.2 70.6 62.9 5.1 850 16.0 77.2

はるきらり - 6/20 7/26 81 0.0 2.5 - 1.5 676 114 - 38.4 776 12.3 - - - - - -

特性検定

赤かび病 穂発芽

ホクレン 北見

品種名 出 成 稈 倒 ス 子 標 千 容 外 原

海交春 穂 熟 ナ 実 準 粒 積 観 粒

または 期 期 長 ッ 重 対 重 重 品 蛋

番号 伏 プ (kg 比 質 白

系統名 (月日) (月日) (cm) (0-5) (0-5) /10a) (%) (g) (g) (1-6) (%)

S24207 2102H 6/20 7/23 82 0.0 2.5 479 106 38.3 840 4.0 11.4

S24218 2102H 6/20 7/23 76 0.0 1.5 433 96 37.2 829 4.8 11.3

S24221 2102H 6/23 7/27 83 0.0 2.0 436 96 37.6 814 5.3 10.9

S24235 2107K 6/19 7/24 77 0.0 1.5 449 99 40.1 789 5.8 11.3

S24237 2107K 6/21 7/26 79 0.0 2.8 458 101 37.9 815 4.3 10.5

S24242 2107K 6/19 7/23 79 0.0 1.8 476 105 34.8 811 4.5 12.1

S24244 2107K 6/18 7/23 85 0.0 2.8 539 119 40.7 828 5.0 10.6

S24248 2107K 6/18 7/23 77 0.0 2.5 516 114 36.9 810 4.8 10.8

S24249 2107K 6/20 7/28 80 0.0 2.0 509 113 40.0 799 5.3 11.2

S24257 2107K 6/15 7/22 70 0.0 2.3 488 108 42.9 820 4.5 11.3

春よ恋 - 6/19 7/23 83 0.0 3.0 453 100 36.9 823 4.5 10.9

はるきらり - 6/16 7/29 81 0.0 2.0 576 127 41.4 813 5.5 10.5

S24258 2107K 6/20 7/30 84 0.0 2.0 502 101 40.4 784 6.0 11.8

S24260 2102H 6/21 7/30 76 0.0 1.8 523 105 37.4 793 5.8 11.6

S24274 2102H 6/18 7/26 74 0.0 1.8 477 96 41.4 807 5.5 11.7

S24276 2102H 6/19 7/25 80 0.0 2.3 493 99 37.5 850 4.0 12.1

S24288 2107K 6/18 7/26 81 0.0 2.5 497 100 36.2 838 4.8 12.4

S24295 2107K 6/20 7/24 75 0.0 2.0 457 92 36.1 845 4.0 11.5

S24305 2107K 6/16 7/22 83 0.0 2.5 491 99 39.0 810 4.0 12.3

S24306 2107K 6/18 7/24 84 0.0 3.0 498 100 39.6 824 4.5 12.1

S24313 2107K 6/19 7/29 78 0.0 2.8 466 94 37.3 802 5.0 11.9

S24325 2107K 6/16 7/23 78 0.0 2.0 541 109 36.5 812 4.5 11.9

春よ恋 - 6/19 7/26 83 1.3 3.0 497 100 37.5 829 4.0 12.2

はるきらり - 6/16 7/29 82 0.3 2.0 599 121 41.7 809 5.5 10.3



 

注 1）海交春 2101H：北見春 71号/HW6号、海交春 2102H：北見春 79号/HW8号、海交春 2107K：北見春 79号/北見春 83号//HW8号 

注 2）両場収量標準対比は北見農試とホクレン農総研での生産力試験の子実重平均の「春よ恋」対比。 

注 3）特性検定は、赤かびホクレンはスプリンクラー灌水圃場の調査で発病穂率と発病度を用いた総合評価。穂発芽北見は成熟期 10 日後に収穫し 40℃24 時間乾

燥後、-20℃で冷凍保存したサンプルを 15℃4日間散水処理後の調査。 

注 4）ファリノグラム Abはμ ドウラボからの推定値で示す（斜字）。 

注 5）製粉、機器分析（μ ドウラボ、ミキソグラムなど）は北見農試、製パン試験はホクレン農総研で実施。 

 

生産力 2 年目の試験について、ホクレン農総研が養成・選抜した「HN534K」や「HK540K」は両場での収量

性が概ね「春よ恋」並であったが、稈質が強く、穂発芽性も「春よ恋」より優れていた。また製パン性は概ね「春

よ恋」と同程度であった（表．5，表．6）。 

また、北見農試が養成・選抜した「S24248」は両場での子実重が「春よ恋」対比 107 と優れており、穂発芽耐

性も「春よ恋」より優れていた。また製パン性は概ね「春よ恋」と同程度であった（表．5，表．6）。 

 

 本課題期間内で同一系統を、両場の生産力試験に 20～40 系統供試するという目標を達成できた。そのうち、

ホクレン農総研が育成した「HN534K」や「HN540K」は耐倒伏性や穂発芽耐性も「春よ恋」と比べて改良され

ており、現時点での製パン性も「春よ恋」に近いことから次年度より、それぞれ「海系春 1H」と「海系春 2H」とし

て地域適応性検定試験に供試を予定している。また、「S24248」や「HN541K」など複数の系統は次年度も継

続して試験をおこない、評価を行う予定である。このように両場で協力・分担して選抜・評価をおこなうことで

広域適応性に優れ、穂発芽耐性が向上し、製パン性も「春よ恋」に近い系統を複数選抜することができた。 

 

３ ２の成果の実用化・普及に向けての今後の展開 

 本課題では多くの画期的な交配を両場で実施することができた。本課題では交配から開始し、５年間で両場

での生産力試験に供試する系統の作出に至ったが、本課題期間で両場の生産力試験に供試した組合せは、

課題期間内に交配を実施した 66 組合せのうち、初年度に交配をおこなった 3 組合せに過ぎない。今後も実施

品種名 出 成 稈 倒 ス 特性検定 子 標 両場 千 原 製 ミキソ パ パ パ

海交春 穂 熟 ナ 実 準 収量 粒 粒 粉 ファリノ グラム ン ン ン

または 期 期 長 ッ 重 対 標準 重 蛋 歩 グラム Peak 体 作業 総合

番号 伏 プ 評価 晩刈 (kg 比 対比 白 留 Ab time 積 点 点

系統名 (月日) (月日) (cm) (0-5) (0-5) (0-100) (0-5) /10a) (%) (%) (g) (%) (%) (%) (分) （ml） （20） （100）

S24207 2102H 6/21 7/23 79 0.0 2.9 27 0.0 430 71 88 34.0 15.3 - - - - - -

S24218 2102H 6/21 7/22 76 0.0 2.1 35 0.3 554 91 94 31.7 14.9 72.9 61.3 2.7 810 13.0 75.3

S24221 2102H 6/23 7/23 83 0.0 2.7 34 1.4 575 95 96 33.8 14.6 69.9 63.3 3.4 820 15.0 78.0

S24235 2107K 6/21 7/23 74 0.6 2.6 23 2.2 492 81 90 35.1 14.9 - - - - - -

S24237 2107K 6/22 7/23 74 0.0 3.0 33 3.6 505 83 92 32.7 14.5 - - - - - -

S24242 2107K 6/21 7/22 73 0.0 2.2 21 4.4 544 90 98 30.7 15.4 - - - - - -

S24244 2107K 6/19 7/21 78 0.0 2.8 15 4.7 626 103 111 34.0 13.2 70.5 60.2 6.8 670 14.0 67.4

S24248 2107K 6/20 7/22 72 0.0 2.4 18 2.4 602 99 107 34.1 14.8 68.0 63.8 4.7 840 14.0 77.1

S24249 2107K 6/20 7/23 79 0.0 2.5 20 4.7 601 99 106 36.1 14.1 69.4 61.0 5.9 880 16.0 76.4

S24257 2107K 6/16 7/21 71 0.0 2.6 20 4.1 477 79 93 38.7 14.7 - - - - - -

S24258 2107K 6/21 7/24 82 0.0 2.6 25 4.9 546 90 96 35.0 14.4 - - - - - -

S24260 2102H 6/22 7/24 75 0.0 2.0 54 3.7 563 93 99 32.2 14.4 - - - - - -

S24274 2102H 6/19 7/23 71 0.0 2.4 15 3.3 576 95 96 35.7 14.8 - - - - - -

S24276 2102H 6/21 7/23 81 0.0 2.7 4 5.0 572 94 97 34.6 15.7 - - - - - -

S24288 2107K 6/20 7/22 77 0.0 3.0 9 0.1 509 84 92 31.8 14.5 - - - - - -

S24295 2107K 6/21 7/23 70 0.0 2.1 19 0.2 568 94 93 31.8 15.0 69.1 65.7 5.0 880 16.0 84.1

S24305 2107K 6/19 7/21 80 0.0 2.8 24 2.9 565 93 96 36.7 14.9 - - - - - -

S24306 2107K 6/20 7/23 80 0.0 2.7 33 1.7 548 91 95 34.3 15.0 67.9 62.0 5.3 800 15.0 73.7

S24313 2107K 6/20 7/23 78 0.0 2.9 31 1.6 555 92 93 31.7 14.6 - - - - - -

S24325 2107K 6/18 7/22 76 0.0 2.8 5 1.9 583 96 102 33.4 14.7 71.2 60.2 3.9 840 15.0 76.5

春よ恋 - 6/20 7/23 79 0.0 3.0 20 4.9 606 100 100 32.8 14.2 70.4 63.3 5.0 860 15.0 78.3

はるきらり - 6/20 7/23 81 0.0 2.5 16 1.5 608 100 114 33.4 12.6 73.0 58.9 4.3 840 13.0 69.3

ホクレン 北見

赤かび病 穂発芽



した多くの交配組合せの中から、養成や選抜を行うことで、「春よ恋」よりも穂発芽耐性や収量性に優れ、「春よ

恋」並の製パン性を有する有望系統が多く作出できることが見込まれる。「春よ恋」の後継品種を育成のために

は、次の段階として、地域適応性検定試験を経て、北海道の優良品種決定試験に供試する必要があるが、本

課題で育成した有望系統も優良品種決定試験に供試する可能性がある。さらに、この課題期間内で育成され

た有望系統は今後の両場の交配にも活用できることから、両場の育成系統の能力向上と遺伝背景の拡大につ

ながることが期待される。 

 本課題では，これまでにホクレン農総研と北見農試の２つの育成地の連携を中心に進められてきた。本課題

を通じて、これまで異なる育種体制で育成を進めてきた２つの育成地の連携体制を整えることから始められ、

本課題での成果が得られている。今後も本課題の連携体制を継続・発展させるために、令和 8年度公募の「米

麦改良協会・国内産麦の研究開発支援事業」に応募中である。 

 

４ ２の成果の波及効果及び国民生活への貢献 

 近年は北海道の小麦栽培においても気象変動に伴い、赤かび病、赤さび病や穂発芽、倒伏の発生といった

複数の障害・病害の発生リスクが大きくなっている。また登熟期間が高温に推移することで細麦などの問題も

度々発生している。そのような栽培上のリスクを解消するため、本課題では病害・障害耐性に優れる母本や

「春よ恋」よりも収量性に優れる系統を活用して多くの交配を実施している。両場の交配から作出された系統

が最終的に北海道の優良品種に認定され、国内産のパン用小麦の中でも高品質とされる「春よ恋」の後継品

種として普及することで、気候変動下においても国内におけるパン用小麦の安定生産に寄与することが期待で

きる。 

 

５ 関係資料（別添） 

 



　 （事業完了）

研究開発テーマ：

初年度 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

研究開発の実施目標

１）共同での母本の選定と交配
の実施
事業開始後の10月に母本の選定
と交配案（4～8組み合わせ）の
作成を両場で協議の上行い、1
～2月に交配を実施する。ま
た、適切な母本選定のために交
配母本の特性を調査する。

※材料数は北見農試とホクレン
を合計した総数で記載（以下
同）

１）共同での母本の選定と交配
の実施
4月に母本の選定と交配案（8組
み合わせ程度）の作成を両場で
協議の上行い、6月に交配を実
施する。また、適切な母本選定
のために交配母本の特性を調査
する。

２）両場の立地条件を活かした
選抜と評価
a.F1と集団養成および葯培養
令和3年度に交配した材料のF1
養成と葯培養を行う。

１）共同での母本の選定と交配
の実施（前年に同じ）

２）両場の立地条件を活かした
選抜と評価
a.F1と集団養成および葯培養
令和3～4年度に交配した材料の
F1と集団養成および葯培養を行
う。

b.系統選抜
令和3年度に交配し翌年葯培養
した材料について系統選抜を実
施する（900系統）。

１）共同での母本の選定と交配
の実施（前年に同じ）

２）両場の立地条件を活かした
選抜と評価
a.F1と集団養成および葯培養
令和3～5年度に交配した材料の
F1と集団養成および葯培養を行
う。

b.系統選抜
令和4年度に交配し葯培養した
材料、令和3年度交配した材料
について系統選抜を実施する
（900系統）。

c.生産力試験
令和3年度に交配し葯培養した
材料について小規模生産力試験
を行い、収量性と収穫物の品質
評価を行う（120系統）。

１）共同での母本の選定と交配
の実施（前年に同じ）

２）両場の立地条件を活かした
選抜と評価
a.F1と集団養成および葯培養
令和4～6年度に交配した材料の
F1と集団養成および葯培養を行
う。

b.系統選抜
令和5年度に交配し葯培養した
材料、令和3～4年度交配した材
料について系統選抜を実施する
（1300系統）。
c.生産力試験
令和3～4年度に交配した材料に
ついて小規模生産力試験（両場
交換分含）を行い、収量性と収
穫物の品質評価を行う（140系
統）。

研究開発の進捗状況

１）共同での母本の選定と交配
の実施
両場で打ち合わせし、10月に母
本の選定と交配案（8組み合わ
せ）を作成し、2月にそのうち
の7組み合わせの交配を実施し
た。北見農試で実施予定であっ
た1組み合わせは、冬季の温室
の生育条件下で、開花期が大き
く遅れる母本を含んでいたこと
から交配ができなかった。

※材料数は北見農試とホクレン
農総研を合計した総数で記載
（以下同）

１）共同での母本の選定と交配
の実施
両場で打ち合わせし、4月に母
本の選定と交配案（11組み合わ
せ）を作成し6月に全ての交配
を実施した。

２）両場の立地条件を活かした
選抜と評価
a.F1と集団養成および葯培養
令和3年度に交配した材料のF1
を養成し、現在収穫が完了し、
脱穀中である。また、葯培養に
ついては、両場の交配組み合わ
せのうち、3組み合わせについ
て葯培養を開始し、計画
（55,000葯）を上回る約73,000
葯を培養した。

１）共同での母本の選定と交配
の実施
両場で打ち合わせし、4月に母
本の選定と交配案（10組み合わ
せ）を作成し6月に全ての交配
を実施した。

２）両場の立地条件を活かした
選抜と評価
a.F1と集団養成および葯培養
令和3～4年度に交配した材料の
F1と集団の養成および葯培養
（4組み合わせ）を実施してい
る。葯培養では計画（約78,000
葯）を上回る約80,000葯を培養
した。

b.系統選抜
1,828系統を供試し、草姿、稈
長、熟期などにより655系統を
圃場で選抜した。穂発芽耐性や
粒重、種子硬度などで選抜を
行った。

１）共同での母本の選定と交配
の実施
両場で打ち合わせし、5月に母
本の選定と交配案（12組み合わ
せ）を作成し6～7月に全ての交
配を実施した。

２）両場の立地条件を活かした
選抜と評価
a.F1と集団養成および葯培養
令和5年度に交配した材料のF1
と集団の養成および葯培養（4
組み合わせ）を実施している。
葯培養では計画（約90,000葯）
を上回る約140,000葯を培養し
た。

b.系統選抜
2,477系統を供試し、草姿、稈
長、熟期などにより1,435系統
を圃場で選抜した。その後、穂
発芽耐性や粒重、種子硬度で選
抜を行い、選抜された系統は翌
年の試験へ供試した。

c.生産力試験
200系統を供試し、収量性と品
質評価を行い。35系統を選抜し
試験を継続した。

１）共同での母本の選定と交配
の実施
両場で打ち合わせし、5月に母
本の選定と交配案（19組み合わ
せ）を作成し6月に全ての交配
を実施した。

２）両場の立地条件を活かした
選抜と評価
a.F1と集団養成および葯培養
令和6年度以前に交配した材料
のF1と集団の養成および葯培養
（4組み合わせ）を実施してい
る。葯培養では計画（約93,000
葯）を上回る約148,000葯を培
養した。

b.系統選抜
3,017系統を供試し、草姿、稈
長、熟期などにより1,344系統
を圃場で選抜した。その後、穂
発芽耐性や粒重、種子硬度で選
抜を行い、選抜された系統は翌
年の試験へ供試する予定であ
る。

c.生産力試験
288系統を供試し、収量性と品
質評価を行った。選抜された系
統は試験を継続する予定であ
る。

機器の整備状況

1.小型色彩選別機：2021年11月
納品
2.ドウコンディショナー：2021
年12月納品
3.バーサロガ―のボウル用恒温
機：：2021年12月納品
4.ラボ用脱穀機：2022年2月納
品
5.異物除去装置：2022年1月
リース開始
6.オーブン：2021年12月リース
開始

1～4については北見農試育成系
統の、5と6についてはホクレン
の育成系統の効率的で精度の高
い品質評価に活用し、よりよい
母本選定が可能となった。ま
た、令和4年度以降は、両場で
の共同での品質評価においても
効率的で精度の高い品質評価を
行うために活用する。

1.灰分自動分析機：2022年10月
納品予定
2.コンバイン：2022年4月リー
ス開始
3.平型乾燥機：2022年12月リー
ス開始予定

1については北見農試育成系統
の品質評価に活用し、2と3につ
いてはホクレンの育成系統の収
量性評価に活用し、精度の高い
試験を行うことでよりよい母本
選定が可能とる見込みである。
また、令和6年度以降は、両場
での共同での品質評価および収
量性の評価にも活用し、効率的
で精度の高い評価が実施可能と
なる。

新規の導入はなし。

母本選定において、コンバイ
ン、平型乾燥機、小型色彩選別
機、異物除去装置は収穫および
乾燥調製、ドウコンディショ
ナー、バーサロガーのボウル用
高温期、オーブン、灰分自動分
析装置は品質評価にて、効率的
かつ高精度な試験を実施するた
めに活用している。

新規の導入はなし。

母本選定、系統選抜、生産力試
験において、コンバイン、平型
乾燥機、小型色彩選別機、異物
除去装置は収穫および乾燥調
製、ドウコンディショナー、
バーサロガーのボウル用高温
期、オーブン、灰分自動分析装
置は品質評価にて、効率的かつ
高精度な試験を実施するために
活用している。

新規の導入はなし。

母本選定、系統選抜、生産力試
験において、コンバイン、平型
乾燥機、小型色彩選別機、異物
除去装置は収穫および乾燥調
製、ドウコンディショナー、
バーサロガーのボウル用高温
期、オーブン、灰分自動分析装
置は品質評価にて、効率的かつ
高精度な試験を実施するために
活用している。

成果及び
今後の課題等

本事業の連携により、初めて北
見農試とホクレンの育成材料を
交換するに至り、双方の母本の
長所を複合化させるこれまでに
ない新しい交配を実施すること
ができた。また、日長感応性の
異なる材料間で難易度の上がる
冬期間での交配実験において、
計画していた1組合わせを除き
十分な交配種子が得られた。

前年に引き続き、双方の母本の
長所を複合化させる交配を計画
通り実施し、交配種子を得た。
また、早期に遺伝子型を固定し
育成年限を短縮できる葯培養に
ついても、現在作業中であり、
計画以上に順調に材料養成がで
きている。

双方の母本の長所を複合化させ
る交配を実施し、交配種子を得
た。また、F1と集団養成や葯培
養についても計画通り順調に実
施している。
本課題で交配した材料の系統選
抜を実施し、圃場での農業特性
や穂発芽耐性の選抜を経て、有
望な系統を次年度生産力試験に
供試できた。

本年も、双方の母本の長所を複
合化させる交配を実施し、交配
種子を得た。また、F1と集団養
成や葯培養についても計画通り
順調に実施している。
本課題で交配した材料の系統選
抜および小規模生産力試験を実
施し、圃場での農業特性や穂発
芽耐性、品質の選抜を経て、有
望な系統を次年度両場での生産
力試験に供試できた。

本年も、双方の母本の長所を複
合化させる交配を実施し、交配
種子を得た。また、F1と集団養
成や葯培養についても計画通り
順調に実施している。
本課題で交配した材料の系統選
抜および小規模生産力試験を実
施し、圃場での農業特性や穂発
芽耐性、品質の選抜を経て、有
望な系統を次年度、海系春系統
として系適格の生産力試験に供
試する予定である。

備　　考

北海道で春播き小麦の事業育種
を行っている北見農試とホクレ
ン間で、本事業を通じて、初め
て実質的な共同育種を開始し、
異なる立地条件を活かし、加え
て材料交換や双方得意な技術、
分析を活かした分担関係を構築
できた。
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研究代表者：　　　西志全　　　　　

 （令３－１）オール北海道で挑戦する穂発芽体制と収益性が向上するポスト「春よ恋」系統の育成


